
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎受講に際して

せん。直接会場

写真の水車は直径 164 ㎝。羽根は 17

枚で大型の部類に属します。水車の

スポークは細い材料を使いながら

互いに組み合って強度を保ち、軽く

て丈夫な工夫が見られます。 

平成 15年度・夏休み体験学習講座 

 

 

古代の生活

むかしむか

講座の内容は、

カイトで石器づ

い）づくりなどで
は

へ

っ

し

勾

く

す

井路（用水路）から田に水をくみあげる

水車で、標準名を踏車（ふみぐるま）とい

い、広く全国的に使われました。低湿な摂

津地域では洪水時の悪水の排水にも活躍し

ました。また呼称もスイシャ、ミズグルマ、

ミズカキグルマと様々でした。 
羽根の縁に乗って階段を上がるように踏

みます。すると体重で車が回って羽根が水

をかき揚げ、樋から田に水を流し込みます。
て？弥生人って？ 
にタイムスリップ！ 

玉づくり、土器づくり、サヌ

り、土笛づくり、燻製（くんせ

。 
期 間 ７月24日から８月28日までの毎木

曜日（８月７日は除く）全５回 

時 間 午後１時から４時まで（8月 21 日

は午前 10 時～午後４時まで） 

場 所 千里丘公民館（生活実習室ほか） 

講 師 生涯学習課職員 

材料費 1200 円  対 象 小学生 

定 員 15 名 
 

日 時 ７月 16 日（水）午後２～４時 

ところ 摂津市総合福祉会館 第１会議室 

講 師 範國忠士氏（ふるさと摂津案内人） 

内 容 城と石垣 
、

ご

申し込みは必要ありま

来場ください 
◎申し込みは、ハガキに、住所・氏名・電

話番号を記入のうえ、摂津市教育委員会生

涯学習課まで。応募者多数の場合は抽選。 

７月 15 日締切（当日消印有効） 



 
 
 
    
 
 
 
 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地名に残る和道 慶長堤と輪道 

○鳥飼東公民館 

主要地方道 
大阪高槻線 

 昔は、淀川に堤防がなく、淀川沿いの村では洪水時の水防のため、村の周囲に堤防を

造りました。それは｢輪道｣と呼ばれました。のちに｢和道｣と呼ばれるようになります。

この和道が地名として残りました。その他｢囲み堤｣｢輪中｣とも呼ばれました｡ 

 輪道と呼ばれた堤は、現在の鳥飼和道一丁目周辺に端を発し、鳥飼八防と新在家の境

界を抜けて鳥飼野々三丁目付近に至り、鳥飼八町を横断して、鳥飼上まで延々15 キロに

及ぶ堤でした。鳥飼の地は昔から、淀川、安威川その他の河川が通じ、長雨や豪雨にな 

るとこれらの河川が氾濫し、人々は洪水

ら田畑を守る水との戦いを繰り返して
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きました。そこで、慶長元年（1596）に

豊臣秀吉は水防のための堤を造らせまし

た。この堤が｢慶長堤｣です。当時は水防

施設だけでなく、淀川の渡し場で下船し

た人々が富田方面や大阪方面に往来する

道路として利用されました。また有事の

際は要害の地となり、軍事的役割も果た

しました 

 
 囲み堤｢輪道｣石碑 

 昭

で、

まし

代に

ら各

土し

器で

や白

もの

とく

鞆・出土土器（広報せっつ第 357号掲載写真） 
【所 在 地】 摂津市鳥飼上一丁目５番地先 
【設置年度】 平成６年度（公園みどり課） 
淀川 

○府立 
鳥飼 
高校 

○誓覚寺 

野球場 

鳥飼上２丁目 

鳥飼上１丁目 

淀川河川敷 

○りんどう公園 
 

○西誓寺 

石碑設置場所 

 

銘木団地 

鳥飼銘木町 

和 62 年
大阪府教

た。この

いたる７

堆積から

ました。

す。しか

磁、北宋

とは性格

に注目す

まるとも
 

、庄屋一丁目に位置する明和池遺跡

育委員会により発掘調査が実施され

ときの調査では弥生時代から戦国時

時期の堆積が確認されました。これ

土器などの遺物が比較的多量に出

大半は食器や煮炊きに使用された土

し中には、中国から輸入された青磁

銭など通常の一般の集落で出土する

が異なるものが見られます。また、

べきものとして、石帯の飾り（丸

）が挙げられます｡ （つづく） 


